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(1972)が提案した Mn酸化物選択溶解法(以下Chao法と表記)の適用性評価を行うために、 0.1mol L 1 
NH~OH-HCI 溶液 (pH2.0、30分間振とう抽出、 250C、菌液比 1: 50)による MnおよびFeの溶解特性を調べ
られたoMnおよびFeの抽出量の経時変化から、(1)A10 + l/2Fe。が低い非黒ボク土試料では、 30分間抽出に
より、ほぼMn酸化物の溶解が終了すること、 (2)黒ボク土試料およびA1o+l!2Fe。がやや高い黒ボク土様土







による Mn酸化物の還元溶解、 (2)0.5 mol L 1酸性N1もCl溶液を用いた 10分間抽出による再吸着重金属の回
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行った。まず、ヨーロッパで、汎用されている化学形態別逐次抽出法の第 2TI!IT分(還元函分)である 0.5mol 









al. (1979) により提案され、現在でも広く用いられている化学形態別逐次抽出法の IFe/Mn酸化物結合態J






の結果、濃度の上昇に伴い、 Mnとれの抽出量も増加し、 0.6mol L 1でほぼ全ての Mn/Fe酸化物が溶解され、
この抽出条件を新しい方法として提案した。提案された方法の各重金属類への抽出選択性は、 Tessieri去と
i司程度であり、前述の印-1mBU，i:去や、シュウ駿・アスコルビン酸法と比較すると明らかに高かった。従って、
新しく提案された抽出法は、 Tessier法よりも Mn/Fe酸化物吸栽態重金属抽出法として優れていることが示
された。
審査の結果の要旨
重金属類の農学的および環境学的な重要性から、 MnおよびFe酸化物吸蔵態重金属の抽出法が提案され
世界的に汎用されてきた。しかし、その方法の多くは欧米の土壌に関して提案・確立され、黒ボク土などの
日本の土壌に対する適用性については、これまで詳細な検討は行われていなかった。本研究によって、とく
に日本の黒ボク土試料では、 Mn/Fe酸化物の低い溶解性により、既存の汎用されている Mn/Fe酸化物吸蔵態
重金属の抽出法が適用できないことが世界で初めて示されたことは、極めて意義深い成果であることが評価
された。さらに、日本の主要な土壌へ適用するために、既存方法の改良を行い、新しい抽出法を提案したこ
とは、今後、既存の化学形態別逐次抽出法に新しく組み込まれて汎用される可能性が高く、日本の土壌にお
ける重金属の化学形態や動態の解明が進むことが期待される点が高く評価された。
平成 25年 1月17呂、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
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を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員
によって合格と判定された。
よって、著者は博士(農学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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